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ヤナギ配糖体サ リシ ンの再評価
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【目的1　 我々 は 、和漢薬配糖体成分が腸 内細菌に よ り活性化される プロ ドラ

ッ グで 、ターゲ ッ テ ィ ン グや除放性 を兼ね備えて い る こ とを明 らか に して きた 。

従 っ て 、 これ ら配糖体成分は副作用が 少な く温和な作用を示す と考え られ る。

　ヤナギ配糖体サ リシ ン は解熱作用を示し 、 これが端緒 とな っ て サ リチル酸か

らア ス ピ リン へ と開発され た こ とは 、よ く知 られて い る 。 しか しなが ら、ア ス

ピ リンに は胃潰瘍な どの副 作用 があ り、未だそ の作用機序は 明 らか に はな っ て

いない 。

　今回、サ リシ ンに 和漢薬の特徴 の
一

つ で ある 温和 で 副作用 の な い効果を期待

し、検討 を行 っ た。

【方法】　 サ リシン、その ア グリコ ンで ある サ リゲニ ンお よびサ リチル酸ナ ト

リウム を 6 週齢Wistar雄 性 ラッ トに それ ぞれ等モル経 口投与 し 、 血漿サ リチル

酸 濃度お よび直腸 温 を経 時 的 に測定 した。また 、 これ ら薬物 投 与後 の 胃潰瘍形

成 に つ い て も観察 した 、 さ らに 、 パ ン酵母皮下注に よる体温上昇後 の解熱効果

に つ い て も検 討を加え た 。

　血漿中サ リチル酸量は水で 10倍希釈 した血漿 を直接薄層 シ リカゲル プ レー
ト

に ス ボ ッ トし、ク ロ ロ ホル ム ：石 油工
一

テ ル ：酢酸 （12 ：10 ： 1） の 溶媒で 展 開

後、島津 ク ロ マ トス キ ャ ナー
に よ り蛍光強度測 定 して 定量 した。

【結果】　 サ リゲニ ン （620mg ／kg）およ びサ リチ ル酸ナ トリウム （800

mg ／kg）経 口 投与後 、血漿サ リチル酸 はす ばや く上昇 し 、 30分値で それ ぞれ

260 μ g ／ml および450 μ g／ml とな り、そ の 後ゆる や かに 増加 した 。 直腸温も30

分以 降減少 し、最 大 2 〜 3 ℃ 低下 し た．そ の 効果 はサ リゲニ ン の方が強か っ た。

この 際、両薬物 投与によ り出血性の 激 しい 胃粘 膜損傷が観察された 。

　
一

方、サ リシ ン （1420mg ／kg）経 口投与で は血 漿サ リチル 酸は 1時間後 にわ

ずか に （13μ g／ml ） 出現 し、 6 時 間後 まで ゆる やか に 増加 した 。 こ の 際の 直腸

温効果は 1℃ 以 内で、胃潰瘍は観察されなか っ た 。 こ の条件で サ リシ ン は酵 母

皮下注 に よる 発熱 を平熱に まで 低下 した 。

　 サ リシ ンは 、 ラ ッ ト糞便に よ り速 やか に ザ リゲ ニ ン に変 換 された。

　【結論】　 サ リシ ンは経 Ll投 与によ り胃潰瘍 を惹起せず、腸管 下部で サ リゲニ

ン に変換 された後 、徐 々 に 吸収 され 温和 な解 熱作 用 を発現する プ ロ ドラ ッ グで

ある 。
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